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１月末全国牛飼養頭数計 380 万頭で減
少―個体識別記録

　第49回食肉産業展2025が3月11日から14
日までの4日間にわたって、東京ビッグサイト
（東7ホール）にて開催されます。来場には事
前登録が必要です。QRコードから来場受付フ
ォームに入力をお願いいたします。皆様のご来
場をお待ちしております。

食肉産業展が3月11日開幕、来場受付中
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　家畜改良センターが発表した2025年１月末の全
国牛個体識別記録によると、全国の飼養頭数は379
万8206頭（前年同月比２・４％減）と減り、前月比で
も1287頭減少した。
　品種別にみると、黒毛和種は計173万2757頭
（２・１％減）と前年を下回り、前月比でも3566頭
の減少。雄（去勢）は62万5838頭（０・７％減）、雌
は110万6919頭（２・９％減）となった。また、交雑
種は計55万126頭（１・６％減）と前年を下回り、前

１月末全国牛飼養頭数計 380 万頭で減少―個体識別記録

月に比べると1198頭増。雄は28万2794頭（１・６％
減）、雌は26万7332頭（１・６％減）となった。ホル
スタイン種は計146万84頭（２・９％減）となり、前月
からは1328頭増。雄は17万6822頭（11・０％減）と
減少が続き、雌も128万3262頭（１・７％減）で前年
割れとなった。また、褐毛和種は計２万2128頭（１・
７％減）、肉専用種は計5071頭（43・３％減）で減少
となった。

全国の牛の種別・性別の飼養頭数（各月末時点）

雄 雌 計 雄 雌 計 雄 雌 計 雄 雌 計

令和6年4月 187,878 1,296,548 1,484,426 284,012 269,840 553,852 636,054 1,140,618 1,776,672 6,841 15,706 22,547 6,068 6,969 18 3,873,134

5月 183,446 1,290,553 1,473,999 282,916 267,544 550,460 638,491 1,140,558 1,779,049 6,827 15,679 22,506 6,458 6,290 18 3,861,305

6月 179,256 1,289,891 1,469,147 280,725 265,438 546,163 638,079 1,137,564 1,775,643 6,766 15,597 22,363 6,523 5,689 18 3,848,112

7月 177,655 1,290,083 1,467,738 279,505 264,077 543,582 635,105 1,132,958 1,768,063 6,782 15,594 22,376 6,444 5,282 18 3,836,177

8月 179,918 1,291,518 1,471,436 282,189 267,110 549,299 639,438 1,134,499 1,773,937 6,733 15,504 22,237 6,357 5,198 18 3,851,252

9月 179,024 1,289,204 1,468,228 282,900 267,320 550,220 637,244 1,129,161 1,766,405 6,774 15,491 22,265 6,178 5,190 18 3,841,182

10月 178,607 1,283,888 1,462,495 284,194 268,844 553,038 637,917 1,126,092 1,764,009 6,726 15,482 22,208 5,668 5,169 16 3,835,195

11月 176,563 1,280,902 1,457,465 282,572 266,869 549,441 628,397 1,115,031 1,743,428 6,719 15,502 22,221 5,711 5,156 16 3,806,021

12月 176,629 1,282,127 1,458,756 281,922 267,006 548,928 626,096 1,110,227 1,736,323 6,684 15,536 22,220 5,635 5,113 17 3,799,493

令和7年1月 176,822 1,283,262 1,460,084 282,794 267,332 550,126 625,838 1,106,919 1,732,757 6,623 15,505 22,128 5,578 5,071 16 3,798,206

前年比 89.0% 98.3% 97.1% 98.4% 98.4% 98.4% 99.3% 97.1% 97.9% 98.3% 98.3% 98.3% 90.1% 56.7% 88.9% 97.6%

※総計には、ジャージー、乳用種、無角和種、黒毛和種×褐毛和種、和種間交雑種を含む

日本
短角
種

肉専
用種

その他年月 総計
ホルスタイン種 交雑種（肉専用種×乳用種） 黒毛和種 褐毛和種

　財務省貿易統計による１月の国産豚肉輸出量は84
ｔ（前年同月比５・７％増）と前年同月から増加した。
前月比では52・２％減少した。輸出先国は合計４カ
国・地域で、国別にみると香港が最も多く、合計73ｔ
（20・２％減）。次いでシンガポール、マカオ、タイと
なった。輸出額は合計１億1339万円（６・９％増）と

１月の豚肉輸出は、前年同月比５・７％増で輸出額も増

なった。キロ当たり輸出単価は1349円。
　一方、鶏肉・鶏くず肉などは、合計119ｔ（45・７％
減）。輸出先ではベトナムが最も多く74ｔ（約２・９倍
増）。次いで香港が44ｔで、香港への輸出分のうちモ
モ肉、ムネ肉は13ｔ（42・０％減）となった。キロ当た
り輸出単価は275円。

単位：キロ

ベトナム シンガポール マカオ タイ

冷蔵 冷凍 冷凍 冷凍 冷凍 冷凍
2024年4月 1,001 55,225 46,326 2,855 114 105,521

5月 1,684 55,203 17,418 16,120 3,646 94,071
6月 1,328 73,301 30,669 2,061 104 107,463
7月 1,181 63,653 31,372 2,021 2,337 100,564
8月 985 65,468 155 19,695 4,620 4,568 95,491
9月 2,455 60,136 12,138 5,295 872 1,829 82,725
10月 919 95,797 134 24,291 670 121,811
11月 762 92,224 138 13,372 201 113 106,810
12月 3,452 121,446 39,170 2,816 401 214 167,499

2025年1月 824 72,063 10,656 462 307 84,312
前年同月比 36.5% 111.5% - 85.3% - 12.2% 0.0% 105.7%

2024年計 17,974 871,194 427 351,461 37,311 21,471 3,115 1,300,698
前年同期比 36.5% 111.5% - 85.3% - 12.2% 0.0% 105.7%

香港
合計その他国

豚肉輸出の表
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　一般㈳ORA（大阪外食産業協会）は３日、大阪市
此花区夢洲地区の関西万博会場で、ORAが出展す
る外食パビリオン「宴〜UTAGE〜」の完成を祝した
記念セレモニーを開催。
　椋本充士食博覧会実行委員会会長（㈱グルメ杵
屋代表取締役社長）、中井貫二ORA会長（千房ホー
ルディングス㈱代表）をはじめ、㈱ワン・ダイニングの
高橋淳社長、伊藤ハム米久ホールディングスの牛丸
友幸常務執行役員、㈱GANKOの小嶋達則社長ら、
ORA役員、出展企業関係者ら多数が出席。華やかな
雰囲気の中、食博覧会のマスコットキャラクター「フッ
ピー」の紹介や、テープカットなどが行われた。
　冒頭、食博実行委員会の椋本会長は出席者に謝
辞を述べた後、「本来であれば2021年に第10回の
食博覧会が開催される予定であったが、残念ながら
コロナということで延期を余儀なくされた。その際、
ORAの中で、“2025年大阪万博が開催されるから、
その中で食博覧会を開催できないか”と議論したこと
を昨日のように思い起こすことができる。今日、出席
いただいている方 と々議論を重ねる中で、少しずつ気
運の醸成を行っていった。もちろん、大変な事業であ
ることは当初から想定されており、今日まで関係者の
方々には、血のにじむようなといったら大げさかもしれ
ないが、本当に今まで経験したことのなかった、大変
な努力をしていただいたことを心より感謝したい」と
改めて深く感謝を表明。
　また、「これまで、なかなか万博に対するポジティブ
な情報が出てこなかった。しかし、今日この会場に入
り、周囲のパビリオンを見渡しても、工事は着実に進
んでいると実感した。開催まで残り１カ月あまり。開幕
の４月13日には日本のみならず世界各国から多くの
方々が訪れることは間違いないと思う。前回、1970年
の大阪万博が、外食産業というものが世界に羽ばた
いていく、きっかけとなった。今回の大阪関西万博も
業界のさらなる飛躍につながることは間違いないと思
う。184日という長期開催は、協会としても初めての
試みだが、挑戦し続けることが大切。この万博を起点
として世界平和につながり、そして世界に向けて日本
の存在感を高めることになればと思っている」とあい

大阪・関西万博の ORA パビリオンが完成、テープカットなど実施

さつ。
　続いてORAの中井会長が「パビリオンの企画検討
から４年が経ち、いよいよ開催間近ということで感無
量。この間、たくさんの難題があり、思い出すだけで
涙がこぼれそうになるほど。コロナ期間は、外食事業
者として本当に苦しい時期であり、開催するか否か大
変な決断であったが、大阪の食を万博で出さなきゃ
行けないという一心で、皆様とかんかんがくがくの議
論をしながら、ここまでたどり着いた。1970年、大阪
万博の年に、日本で初めて“外食産業”が生まれて、
この55年の間に日本の外食が全世界に負けずとも劣
らないぐらい発展し成長していった。われわれ、食を
司る事業者としては、大阪の食、日本の食をしっかり
と全世界にアピールしたい」と間近に迫った万博に
向けた意気込みを語った。
　大阪・関西万博は４月13日～10月13日の半年間
にわたり、期間中の来場者数は2820万人、国内経済
への波及効果は全国で約２・９兆円にのぼると試算
されている。その中で、ORAの外食パビリオンは、1
階がフードコート、2階は食の体験スペースを設け、
食育につながる企画を提案するという構成で出展。１
階フロアは、食の提供・販売エリアと、PRするイベン
トエリアに分かれており、フロア内に飲食スペースは
なく、テイクアウトのみ。購入後は施設に隣接する屋
根付きの休憩用の広場でゆっくりと楽しめる。この日
は、施設の概要紹介のほか、期間中にファミリーマー
ト（関西圏）が販売する、地元外食企業とコラボレー
ションした「ふくちゃんラーメンのとんこつラーメン」
「明月館の焼肉弁当」「英國屋の焼きカレーおむす
び」などの商品紹介も行われた。
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　タケダハムは3日、同社創業70周年を記念した新
商品７品を発表した。そのうち３品は追手門学院大学
との産学連携により開発。それぞれの知見と技術を
結集し、新たな味わいと楽しみを提供すべく開発し、
タケダハムの伝統と大学の革新が融合した珠玉の逸
品となっている。各商品の概要は次のとおり（※＝追
手門学院大学との共同開発商品）。なお、いずれの
商品も3月発売。
　［黒豚醤油ウインナー］鹿児島県産の厳選された
黒豚肉を使用し、豊かな風味とうまみが引き立つ一
品。さらに“大阪産（もん）名品”のしょうゆを使用する
ことで、深みのある濃厚な味わいが楽しめる。じっくり
味わうことで感じられる黒豚のジューシーさと、しょう
ゆの絶妙なあんばいが織りなすおいしさが特長。焼い
ても茹でても、そのままでも楽しめ、多彩な調理方法
で家庭の食卓を彩る商品となっている。
　［和風ハーモニーウインナー］（上写真）国産豚肉
を使用し、かつおダシと昆布ダシで風味豊かに味付
けされている。大阪産名品のしょうゆとみりんを使用
することで、独特のうまみと温かみのある味わいに仕
上げた。和風の味わいがぎっしり詰まり、焼いてもゆ
でてもおいしく食べられる。
　［ガブリと食べられるチキンレッグ］１本単位（約
210g）で販売され、そのままガブリと豪快にかぶりつ
ける手軽さが魅力の商品。ボイルしてから焼き上げる
ことで、スモーキーな香りが口いっぱいに広がり、一
度食べたらくせになるおいしさ。シンプルに楽しむのは
もちろん、スープカレーなどの料理に加えても、その
存在感が際立つ。
　［焼豚風味のウインナー］（中央写真）国産鶏肉を
使用し、ありそうでなかった新たな味のイメージを連
想させる、弁当のおかずに最適なウインナー。特製タ
レでしっかりと味付けされ、香ばしい焼き豚の風味が
広がる一品となっている。ジューシーな鶏肉のうまみ
と焼き豚の香りが絶妙にマッチし、一口頬張るだけで
豊かな味わいが楽しめる。
　［追紫蘇ソーセージ※］（下写真）追手門学院大

タケダハムが３月発売の新商品７品を発表

学の「追」の字と、
同大学のある大阪
府茨木市の名産で
ある赤しそを参考
に「おいしそう」な
イメージをかけ合
わせた。茨木市産
の赤しそは使用し
ていないが、その香
り豊かな風味を参
考に開発したウイ
ンナーは、和風の
香りが楽しめる味
わいが特長。しそ
の爽やかな香りと
うまみが絶妙に調
和し、一口食べると
広がる和風の風味
を楽しめる。
　［追紫蘇チーズ
ソーセージ※］しそ
の爽やかな風味に
加え、とろけるチー
ズをぜいたくに使
用している。チーズ
のまろやかな味わ
いがプラスされ、子
供も食べやすい商品。そのまま食べてもおいしく、焼
いてもチーズがとろけて風味が一層引き立つ商品と
なっている。
　［贅沢ハムー赤ワイン漬け※］同社の本社がある
羽曳野市のワイナリー「飛鳥ワイン」のワインを使用
し、ワインの豊かな香りとともに肉のうまみを引き立た
せている。飛鳥ワインの深みのある風味で、ハムの味
わいに絶妙なアクセントを加え、ぜいたくで芳醇な一
品に仕上げた。特別な日のごちそうや、大切な人への
贈り物にも最適な商品となっている。
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　第52回茨城県常陸牛枝肉共励会が5日、東京食
肉市場で開催された。共励会では、合計80頭（雌
９頭、去勢71頭）が上場され、名誉賞には古沢畜産
（上写真）出品の枝肉（父「福之姫」、母の父「北
国関７」、31カ月齢、枝肉重量642㎏、ロース芯面積
110㎠、バラの厚さ９・６㎝、皮下脂肪厚１・６㎝、歩
留まり基準値80・７、ＢＭＳ№12）が輝き、㈱スズチ
クがキロあたり5300円で購買。また、最優秀賞には、
石﨑均さん（父「百合福久」、母の父「美国桜」、31
カ月齢、550㎏、91㎠、９・３㎝、１・９㎝、78・９、Ｂ
ＭＳ№12）の枝肉が選ばれ、キロあたり3286円で㈱
コシヅカが落札した。
　同日開催された褒賞授与式では、冒頭、茨城県常
陸牛振興協会の鴨川隆計会長（下写真）は、「常陸
牛の煌がデビューし、関係者からは口どけが良く、豊
かな牛肉だと評価をいただいている。今回の共励会
から、東京食肉市場でも認定作業を開始した。今後、
業界を挙げて浸透させることで、価格にも反映されて
いくことを期待している。また、輸出量も、東南アジア
を中心に少しずつ拡大している。消費者から支持さ
れ、高い関心を持ってもらえるよう一丸となって、常
陸牛を新たなステージに上げていきたい」と感謝の思
いと今後の抱負を語った。
　続いて、茨城県畜産センター肉用牛研究所の笠
井勝美所長が審査講評を行った。名誉賞については
「非常に大きい枝肉だが、小ザシで肉質が素晴らし
い上、モモ抜けが良く、全体の厚みとバランスに優れ
た最高位にふさわしい枝肉だった」と評価。最優秀賞
については、「ボリュームの点では名誉賞と比較した
ときに見劣りしてしまったものの、充実したバランスの
とれた素晴らしい枝肉だった」とたたえた。

常陸牛枝肉共励会、名誉賞に古沢畜産、スズチクが単価 5300 円で購買

　名誉賞を受賞した古沢
畜産は「栄えある名誉賞
を受賞し、感激に堪えな
い。また、５年連続で常陸
牛の販売頭数が１万頭を
達成したことを大変うれし
く思う。今後も、名実共に
全国ブランドと呼ばれるよ
う、仲間と共に努力してい
く」と謝辞を述べた。
　なお、今回の出品牛か
ら、オレイン酸の割合や
小ザシ指数などの基準を
クリアし、新しい常陸牛の
トップブランド「煌」に10
頭が認定された。そのほ
かの主な結果は次のとお
り（出品者、枝肉重量、
格付、キロ単価、購買者）
　［優秀賞］１席　中島牧場（525㎏、Ａ５、3306
円、スズチク）▽２席　同（607㎏、Ａ５、3091円、ス
ズチク）▽３席　新妻洋治（501㎏、Ａ５、3081円、
アマイ）
　［優良賞］設楽俊夫（524㎏、Ａ５、2868円、富
作商店）、宮本守正（614㎏、Ａ５、2904円、藤井商
店）、橋本畜産（563㎏、Ａ５、3006円、Ｇ−７ミート
テラバヤシ）、中島牧場（604㎏、Ａ５、2849円、ＪＡ
全農ミートフーズ）鬼怒グリーンファーム（696㎏、Ａ
５、2824円、エスフーズ）、坂場畜産（617㎏、Ａ５、
3056円、Ｇ−７ミートテラバヤシ）、菊地儀貴（582
㎏、Ａ５、2928円、コシヅカ）

　M&Sフードサービス㈱(大阪市、夏井克典社長)が
運営する定食チェーン「定食屋 宮本むなし」では、
5～11日の期間で「【牛・豚・鶏】焼肉ミックス定食」
（税込み990円）のデジタル食事券が50人にその場
で当たる「宮本むなし公式Xフォロー＆リポストキャン

ペーン」を実施している。同店の公式Xアカウントを
フォローし、キャンペーン投稿をリポストすることで参
加ができ、その場で抽選結果が分かる。当選者には
同店内で「【牛・豚・鶏】焼肉ミックス定食」を食べら
れるデジタル食事券をプレゼントする。

宮本むなし「【牛・豚・鶏】焼肉ミックス定食」が当たるキャンペーン開始



SHOKUNIKU SOKUHO6

令和７年（2025年）３月６日（木）　食肉速報　第11665号　（第三種郵便物認可）

　ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）はこのほ
ど、2024/25年度5回目となる主要穀物の生産状況
等調査結果を公表した（表）。この調査は、春植えの
夏期作物や秋植えの冬期作物の生産予測を毎月公
表するものである。
　24/25年度のとうもろこし生産量は、前回より246
万4700ｔ上方修正の1億2201万6800ｔ（前年度比
5・5％増）と、前年度をやや上回ると見込まれてい
る。作付面積が0・7％増と前年度をわずかに上回る
とともに、単収が4・8％増と前年度をやや上回ると見
込まれるためである。この生産量は、CONABが統計
を取り始めて以来、最大となった22/23年度に次ぐ大
きさとなる。
　内訳をみると、全生産量の2割を占める第1期作の
生産量は、前回より104万7800ｔ上方修正の2358
万1500ｔ（2・7％増）と前年度をわずかに上回ると
見込まれている。作付面積は、穀物市場価格の下
落などを背景に6・6％減と前年度をかなりの程度下
回ったが、単収が9・9％増とかなりの程度増加するこ
とが寄与している。この結果、第1期作の生産量は、
前回までの前年度割れ予想から増加に転じた。第1
期作のばん種作業は、作付面積全体の95％（25年2
月初旬現在）で終了し、24年9月にばん種された南部
では収穫が進んでいる。
　また、全生産量の8割を占める第2期作の生産量
は、前回より141万6900ｔ上方修正の9604万8200
ｔ（6・4％増）と前年度をかなりの程度上回ると見込
まれている。第2期作のばん種作業は、作付面積全
体の5・3％（25年2月初旬現在）で終了し、前年同期

（19・3％）より遅れている。この遅れは、①一部地
域で大豆の作付けが遅れたこと②中西部マットグロッ
ソドスル州での降水量の減少③中西部マットグロッ
ソ州での大雨―などが要因とされている。
　24/25年度のとうもろこし需給を見ると、生産量が
上方修正されたものの、国内需要が引き続き堅調で
あるため、輸出量は前回と変わらず3400万ｔ（11・
7％減）と、前年度をかなり大きく下回ると見込まれて
いる。
　24/25年度の大豆生産量は、前回より31万4600
ｔ下方修正の1億6601万3800ｔ（12・4％増）と前
年度をかなり大きく上回り、CONABが統計を取り始
めて以来、最大となった22/23年度の生産量を更新
すると見込まれている。これは、作付面積が前年度を
わずかに上回る（2・8％増）とともに、単収が9・3％
増と前年度をかなりの程度上回ると見込まれるため
である。25年1月は生産地での天候のバラツキが大き
く、中西部マットグロッソ州や南部パラナ州など広い
生産地で天候に恵まれたものの、南部リオグランデド
スル州、中西部マットグロッソドスル州で降水量の減
少などがあったため、全体の生産量が下方修正され
た。ばん種作業は、作付面積全体の99・4％が終了
した。また、収穫作業は作付面積全体の8％で終了し
ており、前年同期（14％）より6ポイント遅れている。
24/25年度の大豆需給をみると、今回、生産量は下
方修正されたものの、輸出量は1億544万8千ｔ（6・
7％増）と依然として1億ｔを超える数量が見込まれて
いる。（農畜産業振興機構）

ブラジル、2024/25 年度主要穀物の生産状況等の調査結果を公表



SHOKUNIKU SOKUHO 7

令和７年（2025年）３月６日（木）　食肉速報　第11665号　（第三種郵便物認可）

　［フローズン］トランプ米大統領の日本を含めた為
替にたいする不満、さらに北米や中国向けの関税措
置などの言動により、輸入環境についての見通しはま
すます不透明感を増している。そうした中、依然とし
て欧州産ベリーなどを中心に引き合いは強く、疾病の
影響もあって需給は締まっている。
　［チルド］断続的な入船遅れの影響がある中、全
体的に需給は比較的締まっており、荷余り感などはみ
られない。中部位からスソ物まで全体的に引き合いが
みられる。為替は多少円安に振れているが、現地相
場高もあり、すぐに買い付けが増えるような環境では
ない。

【関東の輸入豚肉現物相場】F ベリー中心、C は全体的に引き合い

輸入元 気配

クッションミート →

テンダーロイン →

ショート・バックス →

ウ　デ →

モ　モ →

ベリー ↗
カラー ↗
ロインＭＭ ↗
テンダーロイン ↗
シートベリー ↗
カタロース ↗
ロイン（ＦＬＯＮ） →

ＣＣロイン →

ヒレ（船便） →

山付ベリー →

バックス →

テンダーロイン →

ベリー →

キロ／円、税抜き【輸入豚肉現物相場】（関東仲間冷蔵庫渡し）

900中心

780中心

1,050中心

780中心

750中心

750中心

910中心

890中心

730中心

相場

850中心

1,150中心

1,230中心

840中心

1,100中心

870中心

870中心

920中心

部位

米国産

カナダ産

フ
ロ
ー

ズ
ン

780中心

チ
ル
ド

米国産

カナダ産

デンマーク産

フランス産

　枝肉相場は多少の上げ下げはあるものの、引き続
き上物価格600円絡みで推移している。末端需要が
それほど強いわけではないが、一部では疾病や寒波
による影響などもあり、出荷頭数は多くない。全国と畜
頭数は6万頭台半ばの日もあり、需給はそれなりに締
まっている。依然として切り落としやひき材向けの安
価なアイテムを中心に引き合いが強く、スソ物の荷動
きは堅調。一方、バラやカタロースはそれなりに動い
ているが、ロイン系の引き合いは弱い。ただ、下旬にか
けては春休みで学校給食向けの需要が止まるのに対
し、気温も上昇しイベントシーズンなどでスペアリブな
どを含めた焼き材の荷動き良化に期待がかかる。

【関東の国産豚肉現物相場】C、F ともにスソ物中心

円／キロ

部位 相場 部位 相場

カタロース 1,000〜1,050  カタロース 880〜930

ウデ 720〜760 ウデ 650〜700

ロース 960〜1,030 ロース 880〜920

バラ 1,030〜1,080  バラ 950〜1,000

モモ 730〜770  モモ 670〜720

ヒレ 1,000〜1,050  ヒレ 880〜920

生鮮物 冷凍物

関東の国産豚カット肉相場

　フローズンは引き続き豚価が高値でもちあっている
ため、凍結回しにするケースが例年に比べて少なく、
全体的にタイトな需給が継続。決算期であるが、投げ
物などはそれほどみられないようだ。引き続きウデや
モモなど、スソ物中心に引き合いは強い。

　帝国データバンクはこのほど、「食品主要195社」
価格改定動向調査（2025年3月）を発表した。それに
よると、主要な食品メーカー195社における、家庭用
を中心とした3月の飲食料品の値上げは2343品目、
値上げ1回あたりの平均値上げ率は月平均17％。単
月の値上げ品目数としては1月以降３カ月連続で前年
同月を上回った（205・5％増）。単月として2千品目
を超えるのは昨年10月以来5カ月ぶり。

「食品主要 195 社」価格改定動向調査、3 月の値上げは 2343 品目

　３月の値上げを食品分野別に集計すると、冷凍食
品やチルド麺製品など「加工食品」（1381品目）が
全食品分野で最も多かった。加工食品単独で1千品
目を超えるのは、ハム・ソーセージなどの値上げが
相次いだ昨年4月（2087品目）以来、11カ月ぶりとな
る。25年通年の値上げは、8月までの公表分で累計1
万797品目に上った。
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お問い
合わせ 食肉産業展実行委員会事務局 TEL 03-6206-0929　

講師の都合により、講師変更および講演中止の可能性もございます。

■ 食肉情報セミナー （受講料無料・各先着 30名）※定員になり次第募集は終了

会期◉2025年
         3月11日   →14日
会場◉東京ビッグサイト
（東京都江東区有明3-11-1）
アクセス：ゆりかもめ・東京ビッグサイ
ト駅（徒歩約3分）りんかい線・国際展
示場駅（約7分）

火 金

　食肉業界唯一・最大のイベント「第49回食肉産業展2025」が3
月11日から14日までの4日間、東京ビックサイトで開催されます。
49回目となる本展示会の主催者企画では、食肉に関する様々な
テーマで食肉情報セミナーを開催します。ぜひ受講をお申し込み
ください。

注※セミナーの受講は、事前に来場登録が必要です。

登録後にFOODEXホームページの出展者セミナー申し込みフォーム
（https://www.jma.or.jp/foodex/seminar/exhibitor_01.html）
からお申し込み下さい。

受講申込受付中 !受講申込受付中 !
食肉情報セミナー食肉情報セミナー

東京ビッグサイト会　場◉

東4ホール／4R-05

受講無料・先着70名各講座◉

2018年
4月11日 →13日

会　期◉

日時 会場 プログラム
3 月 11日
11:00

～

11:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

牛肉、豚肉輸出の現状と各市場の動向について 和牛をはじめとした国産食肉の輸出に
ついては、官民一体となったさまざま
な取り組みもあり、着実に伸長してい
ます。国産牛肉、豚肉の輸出の現状と
世界各市場の動向について紹介します。

講師：農林水産省畜産局食肉鶏卵課食肉需給対策室
      　課長補佐（食肉貿易班担当）　藤谷洋平

3 月 11日
15:00

～

15:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

畜産物の輸出促進について（牛肉を中心に） 日本産畜産物のオールジャパンでの
プロモーションや輸出に関する情報
収集・提供を行う同協会の活動方針
や取り組み、現在の輸出状況や今後
の方向性などについて紹介します。

講師：一般社団法人日本畜産物輸出促進協会
      　専務理事　川島俊郎

3 月 12日
11:00

～

11:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

物価上昇下の食肉販売の現状と
物流2024問題への業界の取組を追う

食肉業界の販売動向や「物流の 2024 年
問題」の対応状況について、食肉事業者
に加えて、運送業者、大手食肉加工メー
カーの物流担当者及び冷蔵倉庫業者への
きき取りを基に紹介します。

講師：公益財団法人日本食肉流通センター
      　情報部　部長　安藤松太郎                                                 

3 月 12日
15:00

～

15:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

ミートジャーナル特別企画
混迷する時代の明日のミートマーケットを読む

月刊「ミートジャーナル」執筆中の著
者による特別企画。穀物高、燃料高、
為替、戦争、異常気象、疫病など、さ
まざまな問題を抱える食肉業界の近未
来のマーケット動向を探ります。

講師：有限会社ブリッジインターナショナル
      　代表　高橋　寛　　　　　　　　　　　　

3 月 13日
11:00

～

11:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

食肉産業の即戦力を育成する 自社が求める即戦力は、外部の経験者を求
めてもその獲得は困難です。たとえ遠回り
のように見えても、自社の社員を育成する
のが結果的に早道になります。全国食肉学
校は食肉産業が求める人材を育成します。

講師：公益社団法人全国食肉学校
      　学校長　小原和仁

3 月 14日
11:00

～

11:40

国内出展者
セミナー会場
東 1ホール

細胞性食品の現状と今後の可能性について 細胞農業領域のルール形成に特化した
国内唯一の団体の代表理事が細胞性食
品の現状や日本市場における今後の可
能性などを探ります。講師：細胞農業研究機構

      　代表理事　吉富愛望アビガイル
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00013626z1／2025 年 01 月（2025/January） (輸入「速報値」、IMPORT「Provisional Data」) 

貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.10 

1602.50-999 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(臓器及び舌を除く含有量

の合計が全重量の 30%以上のもの)(気密容器入りの

ものを除く)(その他のもの) 
 AUSTRAL 601 KG 7610 11628 7610 11628 
 TOTAL 990 KG 7610 11628 7610 11628 

1602.90-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(腸、ぼうこう又

は胃の全形のもの及び断片(単に水煮したもの)) 
 ARGENT 413 KG 28944 15814 28944 15814 
 TOTAL 990 KG 28944 15814 28944 15814 

1602.90-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(牛若しくは豚の

肉又は牛若しくは豚のくず肉を含有するもの) 
 R KOREA 103 KG 840 347 840 347 
 TOTAL 990 KG 840 347 840 347 

1602.90-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛、豚以外のもの)(その他のもの) 
 CHINA 105 KG 679 872 679 872 
 TAIWAN 106 KG 8315 6161 8315 6161 
 MONGOL 107 KG 200 240 200 240 
 GERMANY 213 KG 13164 14989 13164 14989 
 TOTAL 990 KG 22358 22262 22358 22262 
 (E.U) 991 KG 13164 14989 13164 14989 

1603.00-010 肉エキス及びミートジュース 
 TAIWAN 106 KG 108 739 108 739 
 FRANCE 210 KG 161000 216924 161000 216924 
 AUSTRAL 601 KG 31294 74748 31294 74748 
 NEWZELD 606 KG 2400 7552 2400 7552 
 TOTAL 990 KG 194802 299963 194802 299963 
 (E.U) 991 KG 161000 216924 161000 216924 

1603.00-090 魚又は甲殻類、軟体動物若しくはその他の水棲無脊

椎動物のエキス及びジュース 
 R KOREA 103 KG 13513 11397 13513 11397 
 CHINA 105 KG 192426 106906 192426 106906 
 THAILND 111 KG 150152 54333 150152 54333 
 INDNSIA 118 KG 75820 28974 75820 28974 
 SPAIN 218 KG 60127 18878 60127 18878 
 USA 304 KG 14240 5796 14240 5796 
 TOTAL 990 KG 506278 226284 506278 226284 
 (E.U) 991 KG 60127 18878 60127 18878 

3502.11-000 卵白(乾燥したもの) 
 INDIA 123 KG 91950 90889 91950 90889 
 NETHLDS 207 KG 201500 199508 201500 199508 
 BELGIUM 208 KG 16000 18220 16000 18220 
 FRANCE 210 KG 97400 95646 97400 95646 
 GERMANY 213 KG 70000 68754 70000 68754 
 ITALY 220 KG 72462 77901 72462 77901 
 POLAND 223 KG 65000 66036 65000 66036 
 USA 304 KG 0 1995 0 1995 
 ARGENT 413 KG 23000 22325 23000 22325 
 TOTAL 990 KG 637312 641274 637312 641274 
 (E.U) 991 KG 522362 526065 522362 526065 

3502.19-000 卵白(乾燥したものを除く。) 
 LITHUAN 237 KG 22400 3521 22400 3521 
 BRAZIL 410 KG 48384 6826 48384 6826 
 TOTAL 990 KG 70784 10347 70784 10347 
 (E.U) 991 KG 22400 3521 22400 3521 
 

上記の通り送信致しましたので、ご確認願います。 

─────────── (END OF THE DATA) ─────────── 

［資料］2025 年 1 月分の食肉輸入通関実績⑩

（終わり）
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［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

101 178 もちあい
58 175 急伸

 91 

 - 

 210 

 1 
 - 
 - 
 - 
 - 

 14 

 3 

 11 

 2 

 673  813  734  595  566 
 670  593  554  449  313 
 671  632  593  553  470 

 2  206  360  208  85 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

- 2,319 2,084 - -
- 6 4 - -
- - - - -
- - - - -

2,478 2,239 2,057 - -
7 6 1 - -
- - - 1,771 -
- - - 1 -
- - - - -
- 1,716 1,577 1,421 -
- - 1,450 1,363 -
- 1,699 1,592 - -
- - 1,515 1,264 -
- 578 536 430 468

 1,952  2,045  1,626  1,405  - 
 -  1,644  1,432  1,377  1,258 

 2,425  2,237  2,113  2,064  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  967  911 
 -  -  -  886  880 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,595  1,517  1,342  - 
 -  -  -  1,288  - 

 1,714  1,695  1,546  1,369  - 
 -  -  1,489  -  - 

 3,327  2,588  2,325  -  - 
 2,323  2,217  2,055  -  - 
 2,646  2,378  2,203  -  - 

 51  33  7  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

 5,724  2,493  2,270 -  - 
 2,262  2,164  2,120 -  - 
 2,716  2,328  2,184  2,058  - 

 158  48  3  1  - 
 -  -  - -  - 
 -  -  - -  - 
 -  -  -  1,469  - 
 -  -  -  1  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,541  1,538  1,452  - 
 -  5  6  3  - 
 -  -  1,444  1,386  - 
 -  -  2  1  - 
 -  -  1,569  1,441  - 
 -  -  7  4  - 
 -  -  -  1,373  - 
 -  -  -  2  - 

 400  1,155  - 
 398  861  198.0  -  -  52 

66,600 67,000 199,500
4,580 4,590 13,870
1,110 940 3,030
1,250 1,440 4,160

680 860 1,960
600 460 1,740
410 420 1,210
490 440 1,690

1,479 1,444
1,582 1,576

3 月 5 日 3月 4日 3

624 598 901 続伸

3 月 5 日

3 月 5 日

3 月 5 日

3 月 5 日

東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
宇 都 宮 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（３社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（7 社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

616 616 - - 5,502 - もちあい
565 564 533 531 557 59 小反発
584 - 565 - 1,399 59 急反落
624 610 597 587 1,208 448 反発
636 631 583 523 2,066 359 小幅続伸
618 629 603 619 184 183 反落
632 612 593 593 1,155 861 上伸
622 614 599 589 640 639 小幅高
599 661 567 645 160 117 反落
596 591 550 561 222 33 小幅高
581 571 518 533 832 217 強もちあい

- 619 - 602 - - 休市
578 527 536 508 178 175 急伸

- 691 - 700 120 - 上場なし
671 629 617 618 243 270 反発
579 604 552 567 85 84 急落
583 580 550 550 577 117 もちあい

1,069 1,173 1,231 1,160 76,915
732 800 821 782 126,275

1,048 1,134 1,194 1,128 148,905
1,102 1,193 1,279 1,190 161,555

746 772 815 774 198,122
1,177 1,186 1,188 1,184 13,940

937 1,012 1,085 1,009 792,295

1,188 1,309 1,350 1,297 62,944
702 745 758 742 139,083

1,091 1,184 1,268 1,188 105,577
1,188 1,242 1,301 1,242 147,652

724 756 788 753 186,470
1,086 1,242 1,318 1,206 11,146

924 1,004 1,051 988 165,758

1,518,007

818,630

697 743 857 144
358 393 493 149

702 745 1,030 8
362 410 590 7

3 月 5 日

2 月 26 日〜 3 月 4 日 3 月 4 日

3 月 4 日

4 日分は 7 日掲載

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場
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